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独立行政法人大学評価・学位授与機構による機関別認証評価受審のための、自己評価

書の作成と必要な学内説明会等を実施した。同機構から、大学機関別評価基準に適合す

るとの認証を受けるとともに、第１サイクル認証後の７年間における自己点検・評価の

継続的な取組の結果、主な優れた点９件が評価され、主な改善を要する点１件が指摘さ

れた。 

機関別認証評価訪問調査時における指摘に基づき以下の改善を行った。 

・教育の３方針（DP、CP、AP）をウェブサイトで分かりやすく整理し公開 

・成績評価への疑義照会の書式を整備 

・成績評価分布の適正性の分析を定期的に実施することを決定 

 

(２) 情報公開・発信の促進【K13,47】 

渉外・広報関連業務の体制について見直しを行い、「広報室」を「総務部広報渉外課」

に改組した。 

教育研究成果等を発信する拠点として、広報プラザの会見場を整備し、記者会見を年

20回、総長と教育記者の懇談会を毎月１回開催するなど、教育研究成果等を効果的に発

信した。 

赤﨑特別教授、天野教授のノーベル物理学賞受賞に関しては、新聞各紙の朝刊及び号

外（全国紙、地元紙）に広告を掲載する等、本学の研究力を積極的に発信した。ノーベ

ル賞を受賞した天野教授が講演を34回実施した。 

 

(３) 公開講座等の実施【K13】 

「名大カフェ」（11回、参加者計333名）、「名大研究室の扉in河合塾」（６回、参加

者515名）、「野依良治博士アカデミーサロン」(６回、参加者31名）、「オープンレクチ

ャー」（１回、参加者240名）等を実施した。「名古屋大学レクチャー2014」（１回、参加

者約800名）を開催し、学内の最先端研究を公開した。 

 

４．その他の業務運営 

(１) 災害対策への取組【K51,52】 

講堂や屋内運動場等の大規模な空間を持つ施設における災害時の安全性を確保するた

めに、東山キャンパスにおいて非構造部材の耐震性能を改善した（豊田講堂ホール等13

棟18室、11,057㎡）。 

大学の災害対応機能強化に向けて、減災館に災害対策本部室の拠点機能を整備、災害

時の安否確認の体制整備、災害時自衛消防隊の活動のための手引き書等作成、医学部附

属病院における事業継続計画（BCP）の策定、総合的な防災訓練を実施した。 

実験室等で発生した事故・災害のうち大事故につながりかねない案件について、現地

0ࠚ5࠙.  

社会的責務である省エネルギー及びCO２排出量の削減をより推進するため、「施設計画

推進室」を「施設・環境計画推進室」に改組し、教員を配置してエネルギーマネジメン

ト推進体制を強化した。 

新営建物の設計に当たり、既存建物に比べ20％の省エネを目標として、高効率空調設

備及び全館LED照明等の省エネに資する設備を、新営建物の設計に盛り込んだ（融合・

連携型法国際人材育成拠点施設、総合研究棟（環境系Ⅱ期）（計２棟、11,700㎡））。 

平成22年に立てた「名古屋大学の二酸化炭素排出量を、26年度までに20％以上削減

する（2005年度排出量比）」という目標を、１年早く25年度に達成し（21.6％）、26年

度は22.4％削減した。 

「名古屋大学省エネ・節電実行計画」において、消費電力削減目標設定と部局ごとの

アクションプラン設定を行った結果、夏季（６月～９月）エネルギー消費原単位（面積

あたり）対25年度比1.8％を削減した。 
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( ) ≤ Ko51,53x  

ハラスメント防止対策として、ハラスメント防止研修の実施（教職員677名、学生3,747

名、附属学校生徒200名が参加）、ハラスメント相談センターの体制強化（特任講師１名

のポストを措置）を実施した。 

情報セキュリティ対策として、情報セキュリティ研修を実施し（学部及び大学院の新

入生全員に受講義務付け、研修を受けていない者はアカウントを停止して学内情報サー 4ࠚ5࠙.

 

中期内部監査計画（後期３か年）に基づく年次計画を策定し、内部監査を実施した。 

前年度の内部監査報告書概要を構成員に周知するため、学内限定ウェブサイトに掲載

した。 

外部委員で構成する、公共工事の「入札監視委員会」を開催し、東海地区国立大学法

人事務連携ネットワークに参加する国立大学法人の案件を計21件（他大学分15件を含

む）審議し、その議事概要をウェブサイトで公開した。 

 

( ) ─ ⌐≈™≡ Ko53x  

名古屋大学研究費等不正使用防止計画を改訂し、コンプライアンス推進責任者と副責

任者の新規設置等学内の責任体系の明確化、不正使用に対する調査結果の公表等情報発

信の強化、不正発生要因の排除に向けた具体的取組一覧の刷新等を行うとともに、統括

管理責任者による講演会を実施した。 

公的研究費の使用に係るe-Learning研修を実施（科学研究費補助金応募者は受講義務）

し、全構成員の99.8％が受講した。 

研究費等の運営・管理に対するモニタリングを実施し、旅費の支出件数が多い場合や

学生への旅費支出が可能な競争的資金等について、関係書類の確認や教員に対する聴き

取りを行うなど、研究費等の執行現場における正確な実態把握を行った。 

学生の出張に関する旅費二重払いのチェックとして、学生が獲得した研究助成金（平

成25年度３件）について、本学が旅費を支払った出張費について前年度及び前々年度の

科学研究費補助金及び財務会計の支出データと照合し、二重支給がないことを確認した。 

監査室は、還流行為の存在等に関するヒアリング調査を非常勤職員・大学院生を対象

に実施した。また、研究費で雇用した非常勤職員の勤務実態に関するヒアリング調査を

実施した。 

 

( ) ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡ 

不正防止策のひとつとして、論文剽窃チェックツール（iThenticate）を運用した。博

士学位論文に対しては同ツールを活用した剽窃チェック制度を全学的に試行し、各研究

科の論文審査体制及び学生への論文作成の適切な指導方法についての検討並びに全学的

な剽窃チェック体制の構築に向けた課題等を整理した。集を行い、８月に「名古屋大学アジアサテライトキャンパス学院」を設置した。10月に３サテライトキャンパス（ベトナム・モンゴル・カンボジア）で開校式・入学式を催行し、４研究科で合計７名の学生を受け入れた。 

また、平成27年度以降のサテライトキャンパス開校予定国（インドネシア・ラオス・

ウズベキスタン他）で開設準備を進めたほか、新たに環境学研究科の参画を決定した。 

 

( ) ⁸ ≤ ⇔≡▪☺▪╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢

Ko17x  

国立大学改革強化推進事業「アジアを中心とする国際人材育成と大学連携による国際

化の加速度的推進」の一環としてウィークエンドTOEFL講座を開講し、習熟度別の入門

クラス（春秋各10回）・応用クラス（春秋各１～２回）を開催した。 

留学生及び外国人研究者並びにその家族を対象としたサバイバル日本語講座として、

聞く・話すに重点をおいたクラスを春期に11回実施し、秋期には同クラス９回に加えて、

「日本語能力試験N２」（日常的な場面で使われる日本語の理解に加えより幅広い場面で

使われる日本語をある程度理解することができるレベル）の対策クラスを新設し７回開

催した。 
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名古屋大学
Ⅱ 予算（人件費見積もりを含む。）、収支計画及び資金計画

β ┘ ╩

Ⅳ 重要財産を譲渡し、又は担保に供する計画

Ⅴ 剰余金の使途
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